
マ
東
京
・
東
久
留
米
市
の
小
学
校
教
頭
会
の
研

修
会
で
、
「
皇
室
国
家
に
生
ま
れ
た
日
本
人
と

し
て
の
喜
び
と
誇
り
を
持
た
せ
る
指
導
を
せ

よ
」
な
ど
の
文
書
が
使
わ
れ
て
い
た
乙
と
が
明

る
み
に
出
て
、
今
大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
日
の
丸
・
君
が
代
」
を
国
旗
・
国
歌
と
し
て

学
校
に
強
制
す
る
「
臨
教
審
」
「
教
育
課
程
審
」

の
答
申
が
、
こ
ん
な
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
、
教
育

の
現
場
に
直
接
か
か
わ
り
を
も
っ
教
頭
た
ち
の

研
修
内
容
に
浸
透
し
て
い
く
の
か
と
思
う
と
恐

ろ
し
く
な
り
ま
す
。

マ
「
新
潟
県
の
教
育
課
題
に
即
し
て
『
臨
教
審
』

答
申
を
批
判
す
る
」
研
究
チ
l
ム
の
第
一
・
第

二
部
会
・
『
初
任
者
研
修
試
行
』
研
究
班
、
そ

れ
ぞ
れ
の
中
間
ま
と
め
を
本
号
に
掲
載
し
ま
し

た
。
「
臨
教
審
」
の
関
係
法
案
が
次
々
と
国
会

に
提
出
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
本
質

を
見
極
め
る
た
め
の
討
議
資
料
と
し
て
役
立
て

ば
と
思
い
ま
す
。

マ
水
俣
病
刑
事
裁
判
で
チ
ッ
ソ
元
社
長
と
工
場

長
の
有
罪
が
確
定
し
た
と
新
聞
が
報
じ
て
い
ま

し
た
。
「
不
知
火
大
検
診
に
参
加
し
て
」
は
、

白
接
現
地
で
の
検
診
に
参
加
さ
れ
た
関
川
智
子

（
本
研
究
所
副
会
長
）
先
生
に
、
特
に
お
願
い

し
て
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
片
岡
弘
）

マ
立
春
か
ら
天
候
が
寒
に
逆
戻
り
。
私
の
村
で

は
一
一
月
中
に
雪
お
ろ
し
を
二

i
＝
一
回
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
異
常
な
の
は
気
象
ば
か
り
で
な

く
、
国
会
も
ま
た
、
異
常
で
す
。

今
国
会
に
は
（
に
も
？
）
悪
法
が
目
白
押
し

に
並
ん
で
い
ま
す
。
最
終
的
に
は
合
計
八
十
二

本
提
出
す
る
予
定
と
の
こ
と
。
臨
教
審
答
申
の

完
全
実
施
を
め
ざ
す
ポ
ス
ト
臨
教
審
を
設
置
す

る
，
臨
時
教
育
改
革
推
進
会
議
設
置
法
案
’
教

育
職
員
免
許
状
を
学
歴
に
よ
り
「
専
修
」
「
一

種
」
「
二
種
」
の
三
段
階
に
し
て
教
師
を
分
断

す
る
教
育
職
員
免
許
法
改
正
案
、
新
任
教
員
の

条
件
付
採
用
を
一
年
に
延
ば
し
、
そ
の
聞
に
初

任
者
研
修
を
義
務
づ
け
る
教
育
公
務
員
特
例
法

改
正
案
、
地
方
教
育
委
員
会
を
強
化
し
て
上
か

ら
の
統
制
を
強
め
る
地
方
教
育
行
政
法
改
正

案
、
国
立
学
校
設
置
法
改
正
案
等
々
。
そ
れ
に

，
右
へ
右
へ
と
草
木
も
な
び
く
’
風
潮
：
・
鳴
。

だ
が
、
し
か
し
、
民
衆
は
量
り
知
れ
な
い
英
知

と
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
三
宅
島
村
議
選
の
村

民
の
力
、
参
院
補
選
の
岩
手
県
シ
ョ
ッ
ク
・
大

阪
春
の
陣
の
民
衆
の
力
、
国
民
の
た
め
の
国
民

に
よ
る
下
か
ら
の
教
育
改
革
の
条
件
は
あ
り
ま

す
。
乙
の
知
恵
と
力
に
依
拠
し
て
頑
張
り
た
い

も

の

で

す

。

（

若

月

文

次

郎

）
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